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琵琶湖環境部
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単位：千円

事 業 名 補正予算額 説 明
(現計予算額)

【水政課】

管理運営費 △ 21,028 管理運営費 △21,028

(琵琶湖・環境科学研 (126,124) 琵琶湖と本県の環境に係る試験研究の拠点である琵琶湖・環境

究センター) 科学研究センターについて、適正かつ効率的な管理運営を行う。

126,124 → 105,096

繰 △ 21,028 排水処理設備の部材交換を来年度実施としたこと等による経費

節減や庁舎管理委託料の入札執行残による減

【環境管理課】

環境基本政策推進費 △ 6,944 土壌・地下水対策推進事業 △ 2,635

(19,370) 地下水汚染の原因等を推定するため、県内のボーリング調査結

果、土質柱状図、透水係数動水勾配などのデータベース化を進め

る。

○ △ 6,944 6,645 → 4,010一

入札執行残等による減

水質保全対策費 △ 14,507 湖沼水質保全計画策定事業 △ 1,802

(100,667) 湖沼水質保全特別措置法に基づき、第５期琵琶湖水質保全計画

（平成18～22年度）を策定するため、生態系モデルを用いた水質

シミュレーションにより、平成22年度の水質目標および必要な対

繰 △ 4,832 策を検討する。

15,946 → 14,144

入札執行残等による減

○ △ 9,675一
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単位：千円

事 業 名 補正予算額 説 明
(現計予算額)

【ｴｺﾗｲﾌ推進課】

新エネルギー導入戦 △ 16,546 １ 太陽光発電設置促進滋賀モデル推進事業 △ 12,851

略推進費 (64,817) 太陽光発電施設の設置を促進するため、電気事業者と余剰電力

を売電する契約を締結した個人に対し、その余剰電力売電量に対

して一定額を助成する。

○ △ 16,546 34,347 → 21,496－

補助予定世帯数（2,082→1,350）の減

２ 県民協働発電施設設置事業補助金 △ 2,262

特定非営利活動法人等が滋賀県内の建築物等に太陽光発電施設

を設置する場合に予算の範囲内で必要な経費を補助する。

3,480 → 1,218

補助予定団体数（4→1）の減

地球温暖化対策推進 △ 2,246 省エネ・お得ポイント事業補助金 △ 900

費 (12,804) 滋賀県地球温暖化防止活動推進センターが実施する各家庭にお

ける温室効果ガス削減への取組に対し支援を行う。

2,172 → 1,272

○ △ 2,246 補助予定世帯数（3,500→1,700）の減一

環境保全施策等整備 △ 48,234 淡海環境創造資金貸付預託 △ 46,592

対策費 ( 61,904) 公害防止の促進と地球環境保全対策等のための、中小企業者が

行う設備の整備等に対し、必要な資金の貸付を行う。

49,699 → 3,107

諸 △ 48,234 新規貸付０件
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単位：千円

事 業 名 補正予算額 説 明
(現計予算額)

【資源循環推進課】

生活排水対策事業費 △ 19,325 浄化槽設置整備事業費補助金 △ 16,423

(81,527) 琵琶湖をはじめとする公共用水域の水質保全を図るため、合併

処理浄化槽の設置に要する経費に対し助成を行う。

53,606 → 37,183

国 55 設置基数の減少に伴う減(330基 → 259基)

○ △ 19,380一

環境事業公社等事業 △ 12,882 環境事業公社事業資金長期貸付金 △ 15,000

促進費 (1,279,165) 環境事業公社が進める廃棄物処理施設（旧志賀町）の整備に要

する資金の長期貸付を行う。

15,000 → 0

起 △ 15,000 貸付の不執行

○ 2,118一

循環型社会形成推進 43,444 １ 産業廃棄物発生抑制等推進基金積立金 66,039

費 (82,829) 産業廃棄物税による税収の基金への積立

44,312 → 110,351

税収増に伴う基金への積立増

財 9

２ 民間事業者有機性資源活用施設整備支援事業 △ 10,035

民間事業者が行う産業廃棄物を有機資源として活用するための

繰 △ 14,963 施設整備に対して補助する。

10,068 → 33

補助予定事業者の事業延期に伴う補助金の不執行

諸 △ 1,744

○ 60,142一
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単位：千円

事 業 名 補正予算額 説 明
(現計予算額)

【 下水道課 】

流域下水道建設事業 △ 26,904 生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため 「マザーレイク、

費 (12,602,300) ２１計画」に基づき、流域下水道建設事業を推進する。

１ 流域下水道建設事業費（補助） △ 16,400

国 18,500 12,389,600 → 12,373,200

年度別事業実施計画の見直しによる減

分 △ 21,600

２ 流域下水道建設事業費（単独） △ 10,504

繰 △ 6,401 212,700 → 202,196

経費の節減

諸 △ 2,203

起 △ 15,200

処理区管理費 △ 638,393 県内４処理区の下水道施設を維持管理することにより、琵琶湖をは

(7,544,416) じめとする公共用水域の水質保全に寄与する。

１ 湖南中部処理区 △ 53,492

分 △ 718,233 4,247,325 → 4,193,833

（うち管理運営委託料 4,147,620 → 3,730,109）

使 264 入札執行残及び経費の節減

琵琶湖流域下水道維持管理基金への積立

財 2,265

２ 湖西処理区 △ 194,012

繰 △ 293,512 1,113,313 → 919,301

（うち管理運営委託料 1,102,244 → 910,402）

越 370,883 入札執行残及び経費の節減

諸 △ 60 ３ 東北部処理区 △ 367,707

1,669,424 → 1,301,717

（うち管理運営委託料 1,637,153 → 1,283,796）

入札執行残及び経費の節減

４ 高島処理区 △ 23,182

514,354 → 491,172

（うち管理運営委託料 435,313 → 391,699）

入札執行残及び経費の節減
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単位：千円

事 業 名 補正予算額 説 明
(現計予算額)

【林務緑政課・

森林保全課】

琵琶湖森林づくり事 △ 6,391 琵琶湖森林づくり基本計画に基づき、琵琶湖森林づくり県民税充当

業費 ( 800,000) 事業として、環境を重視した森林づくりと県民協働による森林づくり

を実施する。

寄 2,205 １ 滋賀県琵琶湖森林づくり基金積立金 41,005

琵琶湖森林づくり県民税充当事業の実施に必要な経費に充てる

ため、資金を積み立てる。

繰 △ 47,396 400,000 → 441,005

税収の増(38,800)および寄付金の受領(2,205)

○ 38,800 ２ 陽光差し込む健康な森林づくり事業 △ 4,257一

間伐を促進するためのマップの作成や調査を行うとともに、針

広混交林へ移行する環境林の整備を支援する。

132,600 → 128,343

入札執行残等

３ 森林を育む間伐材利用促進事業 △ 4,686

資源循環と地球温暖化防止のため、間伐材の搬出を促進すると

ともに、間伐材製品等の利用拡大を図る。

17,640 → 12,954

間伐材買取量の減(3,000m3 → 1,475m3)等

４ 里山リニューアル事業 △ 8,985

県民による里山の利活用を促進するため、市町が実施する里山

の環境整備を支援する。

88,000 → 79,015

整備面積の減(150ha → 124.94ha)

５ みんなの森づくり活動支援事業 △ 6,352

県民参加の里山づくりを支援するとともに、地域の人々が地域

の森林づくりのあり方等を検討する組織作りを支援する。

39,000 → 32,648

補助対象地域数の減(７地域 → ５地域)等

６ 未来へつなぐ木の良さ体感事業 △ 20,486

県民が木の良さを体感できる機会を提供することで、県産材を

地域内で消費する地産地消の必要性を啓発する。

93,360 → 72,874

県産柱材提供戸数の減(60戸 → 51戸)等
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単位：千円

事 業 名 補正予算額 説 明
(現計予算額)

県営（有）林経営管 △ 57,435 県営（有）林の適正な整備管理と土地所有者への分収金の交付等を

理事業費 ( 78,207) 行う。

起 △ 45,000 県営（有）林経営管理事業 △ 57,435

78,207 → 20,772

財 △ 8,789 補助造林事業へ移行

諸 1,238

○ △ 4,884一

林野関係公共事業 263,040 補 １ 補助造林事業費 287,106

(3,924,048) 森林資源の造成および健全な森林の整備を実施し、県土の保

全、水資源の安定的確保等、森林の公益的機能の発揮や山村振

興を図る。

国 151,899 934,813 → 1,221,919

森林吸収源対策に伴う国の追加内示による増

起 △ 98,300

２ 補助林道事業費 △ 27,041

分 △ 3,752 林業生産基盤である林道の開設、既設林道の改良および舗装

を行い、林業の振興を図るとともに農山村地域の環境改善や森

○ 213,193 林整備の促進を図る。一

471,527 → 444,486

国庫補助金の減

補 ３ 補助治山事業費 11,900

総合的な治山事業の推進を図り、県土の保全と森林の持つ公

益的機能の向上を図る。

2,227,394 → 2,239,294

７月梅雨災に伴う国の追加内示による増

４ ふるさと林道緊急整備事業費 △ 5,676

集落と集落を結ぶ路線のうち緊急に整備を必要とする基幹林

道の改良、舗装を県営により実施する。

220,000 → 214,324

入札執行残

林道災害復旧事業費 38,129 被災林道を復旧し、林道網の回復を図る。

( 2,147) 補 林道災害復旧事業 38,129

2,147 → 40,276

国 38,054 ７月梅雨災に伴う国の追加内示による増

○ 75一
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単位：千円

事 業 名 補正予算額 説 明
(現計予算額)

【自然環境保全課】

自然公園管理行政費 △ 9,081 新琵琶湖ルール定着・推進事業 △6,882

(134,448) 新琵琶湖ルールの定着・推進を図り、琵琶湖のレジャー利用の

適正化を一層推進する。

諸 231 １ 環境対策型エンジンへの転換 △3,170

環境対策型エンジン転換促進助成金 △2,500

使 5 5,500 → 3,000

補助申請を行う者が見込みを下回ったことに伴う減

○ △ 9,317 ２ 外来魚のリリース禁止 △2,490一

みんなでひろめよう琵琶湖ルールの輪事業委託料 △2,240

12,700 → 10,460

ひろめよう券発行枚数の調整や経費の節減に伴う減

鳥獣対策費 2,712 ツキノワグマ移動放獣事業委託料 4,165

(38,195) 希少種であるツキノワグマが、人里に出没した場合に、人に危

険のないよう山奥へ放獣する

837 → 5,002

○ 2,712 出没数の大幅な増加に伴う放獣数の増一


